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自衛官候補生

４月１日、米子駐屯地、日本原駐屯地、海田市駐屯地、山口駐屯地のそれぞれの駐屯地にお
いて自衛官候補生が着隊し、４月１０日に日本原駐屯地及び山口駐屯地、１１日に海田市駐屯
地において入隊式が挙行されました（米子駐屯地は新型コロナ感染拡大防止の観点から中止）。

入隊式（日本原駐屯地）

７４式戦車実射訓練 第１３戦車中隊

４月７日、第１３戦車中隊は日本原演習場において７４式戦車の実射訓練を行い、練度向上

を図りました。

入隊式（山口駐屯地）

入隊式（海田市駐屯地）

入隊申告（米子駐屯地）

目標に対して瞬時に照準し射撃 射撃陣地に機動する戦車



整備作業

演習場春季整備

４月中旬、旅団地区内にある各演習場において整備を行い、訓練基盤の維持・拡充を図りまし
た。この際、日本原演習場では、隊務の総合一体化として、訓練等も行われました。

伐採作業（第８普通科連隊）

道路整備（第１３施設隊） 道路等側溝整備（第１３通信隊）

廃弾回収（第１７普通科連隊）

溜枡周囲の安全ロープ設置（第１３特科隊）伐採作業（第４６普通科連隊）

道路等側溝整備（第１３偵察隊） ヘリ降着地の整備（第１３飛行隊）



伐採作業（第１３戦車中隊） 道路等側溝整備（第１３高射特科中隊）

道路等側溝整備（第８高射特科群）道路等側溝整備（中部方面衛生隊）

砕石生産（第７施設群）

廃弾回収（第１５即応機動連隊） 停弾堤整備（第１４施設隊）



装備品の修理・補修（第１３後方支援隊） 救護所（第１３後方支援隊）

野外風呂（第１３後方支援隊） 炊事（第１３旅団司令部付隊）

支 援

隊務の総合一体化

夜間ホイスト訓練（第１３飛行隊）

指揮所訓練（第１３旅団司令部）

救急車での救護要領（中部方面衛生隊）

衛生教育（第１７普通科連隊）



４月３日、海田市駐屯地と広島ライオンズクラブは、医療従事者の方々への感謝と地域住民
の方々に対する慰労のため、サプライズで打ち上げ花火を行いました。

医療従事者と地域住民へサプライズ花火

４月上旬、各駐屯地の桜が満開となりました。美しく咲いた桜をご覧ください。

桜 満開

海田市駐屯地にあがる打ち上げ花火

米子駐屯地 出雲駐屯地 日本原駐屯地

海田市駐屯地 山口駐屯地

第１３音楽隊が医療従事者にサプライズ演奏



「和」
第１３旅団司令部付長

廣田 武 １尉
投稿にあたり、何について、書こうか迷いましたが、要望事項の１つにもしている「和」につ

いて書こうと思います。
一口に「和」といっても、辞書等では、仲良くすること、互いを大切にし、協力関係にあるこ

と、仲直りすること、争いをやめること、調和のとれていること等あります。
それ以外にも「日本（的）」という意味もありますよね。個人的には、日本人として、誇りに

できることも多いと思いますが、今回は前者の方です。
これまでも言われていることですが、「和」を保つためには、意思疎通が重要でしょう。特に

部下から上司へは、気軽に話すことは難しいので、上司から積極的にコミュニケーションをとる
ことが大事と考えています。人間関係だけでなく、様々なことに言えると思いますが、何を考え
ているかわからなければ、話しかけずらいですが、相手が「どういう考えのもとに行動している
か」がわかれば、対応のし方もわかるし話かけやすいのではと思います。その状況を作るために
は、お互いが相手を尊重しつつ自分の考え（思い）を伝えあうことが必要であろうと思います。
（言いたいことだけ言っていては、ただのわがままですが。）お互いが思いを伝え理解しあうこ
とで、一歩踏み込んだ服務指導もできるのではないかと思います。
私も日々の隊務等において、どこまで伝わっているかはわかりませんが、「目的は何なのか、

自分がどうしたい（どうしてほしい）のか」等、伝える努力は続けていこうと思います。
特別なことを書いているわけではありませんが、この投稿が、「読んでくれた方に少しでも参

考になればいいな」と思っています。

ひろた たけし



第１３後方支援隊

最先任上級曹長

大西 伸矢 准尉

「「ポリシー」（Policy）」

「ポリシーをもて！」、「ポリシーをもって行動しろ！」昔からよく聞く言葉と思います
が、改めて考えると「ポリシー」って何なんだろう、人によってはポリシーが無いのがポリ
シーと言っている人もいるし・・・。まずは、「ポリシーはなんだ」から考えてみます。
ポリシーとは、行動を起こすときの方針、原則であり、固く言うと信念、信条と呼べるも

のなのでしょう。これは、「お前のポリシーはこれだから」と決められるものではなく自ら
考えて確立することが必要となります。
では、ポリシーを持つことがどの様に良い影響があるのかというと「言動に基準ができ

る。」行動を起こす際の方針ですので、日常の言動もポリシーに沿うことになり自身の行動
に基準ができます。また、「ぶれない自分になれる。」ポリシーは強い意志の表れですから、
そこから脱線することはありません。要は脱線しないことイコール「ぶれない自分になれ
る」です。さらに、「信頼されるようになる。」ポリシーに沿って主体的に考え行動するこ
とで相手によって考えや行動を変えることがなく、言動に一貫性があることでは人からの信
頼を得られます。しかし、意地を張る、こだわるといった感情的な要素が入った意思を「こ
れが私のポリシー」と言ってしまうと、ただ自分勝手なものになってしまう恐れがあります。
ポリシーは自分で決めてもよいが自分勝手なものにしてはいけないのでしょう。
他者との協和の中にポリシーを構築するうえで、自分の周りには他者が存在することは考

慮すべきことであり、ポリシーを定める中で社会や他者を認めることで、自分の判断、価値
観が見えてくると思います。

おおにし しんや



第８普通科連隊第３中隊

石原 望海 士長

Ｑ１ 自衛隊に入隊したきっかけは?

学生の頃、スポーツをしており体を動かせる仕事に就きたいと思ったからです。また、心身

共に鍛えられる点です。

Ｑ２ 趣味は何ですか?

１年を通じ、釣りをしています。また冬はスノーボードにはまっています。

Ｑ３ 休日の過ごし方は?

釣りやスケボーをしています。また、社会人バレーボールに参加し、地域との交流を深めて

います。

Ｑ４ 今後の目標は?

陸曹候補生試験に合格し、陸曹になり、教育隊の班長として後輩育成に携わっていきたいで

す。

石原 望海陸士長は、島根県出身の２２歳。平成２９年に入隊し、迫撃砲小隊で勤務後、現在、

中隊本部で中隊長伝令として活躍しています。

いしはら のぞみ



「たった５０円の親孝行」

島根県隊友会員

金子 光治
かねこ こうじ

今頃は、必要な人との連絡手段で携帯電話やテレビ電話といった便利なものがありますが、
昭和３８年頃は黒のダイヤル式の電話が唯一の通信で、後は書簡によるものでした。
私が新隊員教育を終わり部隊に配属になった頃です。時の営内班長が、「明日は母の日だか

ら、お母さんありがとうの電報を打とう」と言って、電報代50円ずつ徴収をして班員の親元
に「母の日」の祝電を班長と郵便局に打ちに行きました。後日休暇をもらって田舎に帰省する
と、隣のおばさんが、「あんた母の日にお母さんありがとうの電報を打ったでしょう。お母さ
ん喜んで近所中見せて歩きんさったよ。立派になって…」と聞いて、若い私はバツが悪く母を
なじったものでした。その母親は、私の定年前に亡くなって、葬儀の前日に仏壇を整理してい
たら、数十年前の私が打ったあの時の祝電が出てきました。
嬉し涙の後のシミなのか、何度も読み返したのか、色あせた電報が大事に保管してありまし

た。
電報を見ながら何一つ孝行もできず苦労ばかり掛けたと、涙を流し悔やみました。私の親孝

行は母親が喜んでくれた「たった50円の親孝行」でした。
隊員の皆様もどうか自分が健康な時、親孝行し、また妻や子等家族を愛していただきたいと

思います。そういう小さな思いが国を愛し我が国の平和を守る大きな使命の礎となることだと
思います。


